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アラス力における三井一

三井－AST （アルキメディアンスクリュトラクタ）は，氷上及

び海上での走行はもちろんのこと，海上から氷盤へ また氷盤上か

ら海上への移動も可能で、あり，更に強力な砕氷能力をも併せもつ当

社独自の開発による，全く新しいタイプの氷上 ・海上両用 トラクタ

である ． また，湿地帯の走行にも適している．

当社では，昭和55年冬期，大型化した試作機AST 002を，北海道

紋別市付近の流氷でのテストのあと，氷海石油開発で有名なアラス

カのプルド ー ベィに運び 米国，ソハイオ社 （SO H IO Alaska Pe-

troleum Co.）の協力を得て，約40日にわたるフィ ー ル ドテス トを行

っ7こ．

その結果は極めて好評で， なかでも 自重約200 tのホ ー バ ノミ

ージのけん引（表紙写真参照）， 及び総重量約70 tのソリのけん引

テストの成功は，三井－A ST が氷海石油開発における海上の作業基

地と陸上の支援基地を結ぶ機材輸送手段として有効であることを証

明した． また 氷海プラットホー ムや氷海船舶からの緊急脱出用，

水海で、の流出油回収用としても有効である

なお プルドー ベィでのフィー ルドテス トは，昭和56年の結氷期

(10月）と厳冬期（12月）にも計画されている ．
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乗員 人

重量 10.8 t 

構造材料 耐食アルミニウム合金

全長×全幅×全高 8.85×4.86×3.73 m 

速力 取上m a x . 6.0 k n 水上 m a x . 4.3 kn 

けん引力 氷上max.10.0 t 水上ma x . 1 . 0 t 

砕氷能力 氷厚 4 0 c m  （海氷）速力3kn

エンジン 空冷4サイクルディ ー ゼル305 P S×1台

トランスミッション 油圧

（船舶・海洋プロジェクト事業本部）
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